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ジュニアリーダー養成講習会　閉講式

　中央公民館で第１２回ジュニアリーダー養成講習会（閉講式）
が実施されました。
　講習会では、川越工業高等学校長・染谷先生を講師にお招き
し、「今、中高生に求められている資質～高校入試制度改革か
ら見えること～」についてお話いただきました。講演会後に行
われた閉講式では、育成会会長から修了証が手渡され、育成会
役員や教育長から暖かいお祝い
の言葉をいただきました。今後、
講習会で学んだ貴重な経験をい
かし、地域活動や学校生活で活
躍されることを期待しておりま
す。� 【２月２日】

ランドセルカバー贈呈式

　秩父地方交通安全協会から新入学児
童に贈られるランドセルカバーの贈呈
式が秩父警察署で行われ、当町から大
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�【３月７日】

業務継続計画（BCP）に基づく図上訓練を実施しました

　町職員の災害発生時における災
害対応能力及び防災意識の向上を
図るため、埼玉県危機管理課の職
員を講師として招聘し、図上訓練
を実施しました。� 【３月３日】

２７ 大地変動の時代の今　国のすべきこと

　２月は防災関連の研修や会議が多い日々でした。３、４日は宮城県南三陸町復興状況の
視察。震災伝承館では映像を交えての館長の当時の話に、皆真剣に聞き入っていました。宿泊ホテルは以
前利用したことがあり、災害時テレビに映し出された光景を見て、津波に流されてしまったと思っていた
のですが、立派に営業されており驚きました。立地条件が功を奏し、被害は最小限にとどまったようです。
佐藤町長や館長の話の端々に町民が力を合わせて復興に取り組んでいる様子が伝わり感銘しました。６日、
国土交通省肝入りの「大規模災害に備えた相互支援会議」で、群馬県利根川上流１１市町村、埼玉県荒川
上下流８市町村と東京都両川下流域７区で平時有事の際の上下流交流連携の共同宣言を行った後、活発な
意見交換会の最後に関東整備局長の「今回出された意見をコーディネートさせていただく」の挨拶で幕を
閉じました。７日、鎌田浩毅京都大学名誉教授による県町村会と議長会合同研修会「地震噴火温暖化は今
後どうなる」では南海トラフ地震は２０３５±（プラスマイナス）５年で必ず起こる、首都直下地震は明
日起こるかもしれない、連動して富士山が噴火すると火山灰が広大な面積に降り、コンピューターは使用
不可となり、被害は東日本大震災の比ではない。有事には自分の身は自分で守る、これをぜひ目の前の３
人に伝えてほしいと強調されました。１１日、宝登山神社「建国奉祝祭」恒例記念講演で元自衛隊幹部の
宗像久男氏の「我が国の歴史から何を学び、いかに未来に活かすか」はあらゆる方面から、日本の未来を
見つめた講話で、大地変動の時代の今、現状程度の防災減災で大丈夫なのか、国は政策の最優先課題とす
べきと話されました。有事には地方は大事な役割を担うことになります。地方を大事にする必要性を国は
もっと認識すべきだと思っています。
� 感　謝　

「知識は身を守り、命を救う力がある」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌田浩毅　京都大学名誉教授・地球科学者


